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市 の 人 口●129,832人（+264人）
市の世帯数●55,462世帯（+550世帯）
 平成25年6月1日現在（　）は前年同月との増減

※写真は昨年のものです。

栗
原
会
場
の
ひ
ま
わ
り
畑

　
首
都
圏
随
一
、
約
55
万
本
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
お
よ
そ
５
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

大
地
に
咲
き
誇
り
ま
す
。
ヒ
マ
ワ
リ
を
長
く
楽
し
め
る
よ
う
に
２
会
場
で
開

花
時
期
を
ず
ら
し
て
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
夏
、
市
の
花
ヒ
マ
ワ
リ
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
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担当　選挙管理委員会事務局
☎046（252）8481　 046（255）3550参議院議員通常選挙　投票日：7月21日（日）　投票時間：午前７時〜午後8時

○応募規定　今年のひまわり畑で撮影した未発表の作品で、応募は一
人 3点まで。四つ切（ワイド可）かＡ4判のカラー単品写真でプリ
ント仕上げとし、作品に必要事項を記入した応募票を貼り付け応募
○表　彰　優秀者は10月 6 日（日）に開催の「ひまわりフェスタ」で表彰
○応募方法　 8月16日（金）～ 9月 6 日（金）に〒252-8566座間市役所商
工観光課写真コンテスト担当宛て郵送（当日消印有効）または担当へ
持参（土曜・日曜日、祝・休日を除く午前 8時30分～午後 5時）
※作品に貼り付ける応募票の入手方法などの詳細は、上記問い合せ先
で確認してください。
担当� 商工観光課　☎046（252）7604　 046（255）3550

ひまわり写真コンテスト

○と　き　 7月25日（木）～30日（火）
　　　　　午前 9時～午後 3時30分
○畑　約 1ヘクタール（約10万本）
○行き方　①小田急線「相武台前駅」から南林
間駅行（ひばりが丘経由）バスに乗り「座間
総合高校前」で下車しすぐ②小田急線「南林
間駅」から相武台前駅行（ひばりが丘経由）
バスに乗り「座間総合高校前」で下車しすぐ

○と　き　 8月21日（水）～26日（月）
　　　　　午前 9時～午後 3時30分
○畑　座架依橋北側～四ツ谷合計約4.5ヘク
タール（約45万本）

○行き方　小田急線「座間駅」から座間四ツ谷
行きバスに乗り「神社前」で下車し徒歩約10
分

栗原会場1座間会場2

ひまわりまつり・ひまわり畑・ひまわ
り写真コンテストについて
問い合わせ先　市観光協会
☎046（205）6515　 046（205）6516
開花状況テレホンサービス

☎046（205）6522

栗原会場・座間会場

ヒマワリの切り花と
特産物の販売

模擬店の出店

展望台・休憩所の設置

ひまわり散策路

座間会場
8月24日（土）・25日（日）

ポニー乗馬（小学生以下対象）

ざまりんスタンプラリー

笑顔で咲かそう
ひまわりフォトモザイク

ひまわりまつりの催し

座
間
の
大
地
に
咲
く
55
万
本

夢
と
希
望
～
い
や
し
の
ひ
と
と
き
～

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り

昨年の座間会場（四ツ谷）のヒマワリ

ざまりんの季節だよ！
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

原
則
と
し
て
75
歳
以
上
の
皆
さ

ん
と
、
一
定
の
障
が
い
が
あ
る

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
皆
さ
ん

が
加
入
す
る
医
療
保
険
制
度
で

す
。
同
制
度
の
加
入
者
は
、
実

際
に
か
か
る
医
療
費
の
３
割
ま

た
は
１
割
の
自
己
負
担
に
よ

り
、
病
院
で
診
察
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
は
、
所
得
区

分
で
異
な
り
、
毎
年
８
月
１
日

に
再
判
定
を
実
施
し
ま
す
。
再

判
定
結
果
は
、
今
年
度
の
市
町

村
民
税
の
課
税
所
得
（
各
種
控

除
後
の
所
得
）
に
よ
っ
て
、
下

表
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

　

左
図
の
中
で
“「
基
準
収
入

額
適
用
申
請
書
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
”
に
該
当
す
る
方

は
、
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
申
請
の
翌
月
か
ら
自
己
負

担
割
合
が
１
割
に
変
更
さ
れ
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　
神
奈
川
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
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現
在
お
持
ち
の
「
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
」
（
以

下
、
「
高
齢
受
給
者
証
」
）
の

有
効
期
限
は
平
成
25
年
７
月
31

日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25

年
８
月
１
日
以
降
の
高
齢
受
給

者
証
を
７
月
下
旬
に
世
帯
主
宛

て
に
送
付
し
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
該
当
者
を
除

い
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
方
に
交
付
し
て
い
る
も
の
で

す
。
医
療
機
関
な
ど
で
の
一
部

負
担
金
の
割
合
は
、
平
成
25
年

度
の
市
県
民
税
課
税
標
準
額
お

よ
び
世
帯
状
況
な
ど
に
基
づ

き
、「
１
割
」（
※
）ま
た
は「
３

割
」に
判
定
し
直
し
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
今
回
届
く
高
齢

受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る

一
部
負
担
金
の
割
合
と
、
現
在

お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
の
一

部
負
担
金
の
割
合
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

で
受
診
す
る
と
き
に
は
、
今
回

送
付
す
る
高
齢
受
給
者
証
と
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
両

方
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
現
在
お
持
ち
の
高

所 得 区 分 課税区分 判 定 基 準 自己負担割合

現役並み所得者 課　税

市町村民税の課税所得が145万円
以上の被保険者及び、その被保険
者と同一世帯の他の被保険者

３ 割

※上記基準に該当する被保険者であっても、一定
の条件を満たす場合は、自己負担割合が 1 割にな
る場合もあります（左図で“「基準収入額適用申請
書」を提出してください”となる被保険者）。

一　般 課　税 「現役並み所得者」「区分Ⅱ」「区分
Ⅰ」のいずれにも該当しない方 1 割

区分Ⅱ
（低所得者Ⅱ） 非課税 同一世帯の方全員が、市町村民税

非課税の被保険者 1 割

区分Ⅰ
（低所得者Ⅰ） 非課税

同一世帯の方全員が、市町村民税
非課税で、その世帯員の各所得が
０ 円（年金所得は控除額を８０万円
として計算）となる被保険者

1 割

齢
受
給
者
証
は
、
８
月
１
日
以

降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

市
役
所
１
階
国
保
年
金
課
ま
た

は
各
出
張
所
に
返
却
い
た
だ
く

か
、
細
か
く
裁
断
し
て
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
満
75
歳
の
誕
生
日
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
該

当
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
回

有
効
期
限
（
平
成
26
年
７
月
31

日
）
よ
り
前
に
満
75
歳
を
迎
え

る
方
の
有
効
期
限
は
、
誕
生
日

の
前
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
本
来
の
負
担
割
合
は
「
２

割
」
で
す
が
、
平
成
26
年
３
月

ま
で
は
「
１
割
」
に
据
え
置
か

れ
て
い
ま
す
。

　

70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
で
慢
性
腎
不
全
の
認

定
を
受
け
て
人
工
透
析
の
治
療

を
受
け
て
い
る
方
の
「
国
民
健

康
保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療

証
」（
以
下「
療
養
受
療
証
」）

は
、
毎
年
８
月
に
、
前
年
の
所

得
を
基
に
自
己
負
担
限
度
額
を

再
判
定
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
平
成
25

年
８
月
１
日
か
ら
有
効
と
な
る

療
養
受
療
証
を
送
付
し
ま
す
の

で
差
し
替
え
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
期
限
が
切
れ
た
療
養
受
療

証
は
市
役
所
１
階
国
保
年
金
課

ま
た
は
各
出
張
所
に
返
却
い
た

だ
く
か
、
細
か
く
裁
断
し
て
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。
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75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
を
再
判
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「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
更
新

担
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「
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病

　
　
　
　
療
養
受
療
証
」の
更
新



 市マスコット
 キャラクター

「ざまりん」

担当　健康づくり課　☎046（252）7225　 046（255）3550

〈今回から一部番号が変更になるのでご注意ください〉
10120（867）860（通話料無料）
※つながらない場合は☎03（5524）8500へ、
聴覚障がい者は専用ファクス 03（3562）8435へ
（通話・通信料発信者負担）。
担当　医療課　☎046（252）7295　 046（252）7043

座間市24時間健康電話相談
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救急診療� 担当　医療課　☎046（252）7295　 046（252）7043

◆休日（日曜日・祝日）昼間
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間

内科・外科 ☎０４６（２５２）９０９０ 休日急患センター
（市民健康センター１階）

午前９時～11時45分、午後2時～4時45分
歯　科 ☎０４６（２５２）８２１７ 午前９時～11時45分、午後2時～4時３０分

耳鼻咽喉科 ☎０４２（７５６）９０００ 相模原南メディカルセンター
（相模原市相模大野） 午前９時～11時３０分、午後1時３０分～4時３０分

婦人科・眼科 消防テレホンサービス☎０４６（２５１）０１１９でご確認ください。午前９時～正午、午後2時～5時（診療時間）
小児科

（外科系を除く）☎０４６（２５５）９９３３�
休日急患センター

（市民健康センター１階） 午前９時～11時45分、午後2時～4時45分

◆夜　間
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間

内　科 ☎０４６（２５２）９０９０ 休日急患センター
（市民健康センター１階）

月曜～金曜日　　　  ：午後7時～９時45分
土曜・日曜日、祝・休日：午後６時～９時45分

外　科 消防テレホンサービス☎０４６（２５１）０１１９でご確認ください。午後６時～1０時（診療時間）
小児科

（外科系を除く）☎０４６（２５５）９９３３
休日急患センター

（市民健康センター１階）
月曜～金曜日　　　  ：午後7時～９時45分
土曜・日曜日、祝・休日：午後６時～９時45分

◆深　夜
診療科目 診療場所 受付時間

内科・外科 消防テレホンサービス☎０４６（２５１）０１１９でご確認ください。午後1０時～翌日午前８時
小児科

（外科系を除く） 小児救急情報センター☎０４６（２５５）９９３３でご確認ください。午後1０時～翌日午前7時
（重病の場合は午前８時）

※聴覚障がい者専用問い合わせ先　 ０４６（２５１）５２６３
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

ＢＣＧ接種
▽とき＝ ７ 月1７日（水）・25日（木）午後 1 時15
分～ 2 時15分受け付け（時間厳守）▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成25年 1 月生まれ（対
象者には個人通知します）と対象月に受けられな
かった 1 歳未満児

赤ちゃん教室
▽とき＝ ７ 月26日（金）午前10時～11時30分（受け
付けは ９ 時50分まで）▽ところ＝市民健康セン
ター▽内容＝離乳食の作り方・すすめ方、子ども
の発達や予防接種について▽対象＝おおむね 5 ～
6 カ月児とその保護者（これから離乳食を始める
赤ちゃん）▽定員＝30人（申込順）▽持ち物＝母子
健康手帳、ティースプーン▽申込方法＝電話予約

もぐもぐ教室
▽とき＝ ７ 月25日（木）午前 ９ 時15分～ ９ 時45分
受け付け（教室は午前11時30分ぐらいまで）▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝離乳食のすすめ

方、子どもの発達について▽対象＝おおむね生後
７ ～ ８ カ月児とその保護者（離乳食が 2 回食の
赤ちゃん）▽定員＝30人（申込順）▽持ち物＝母
子健康手帳、ティースプーン、抱っこひもなど▽
申込方法＝電話予約

親子のうきうきクッキング
▽とき＝ ８ 月24日（土）午前10時～午後 1 時30分
（受け付けは午前 ９ 時45分まで）▽ところ＝市民
健康センター▽内容＝食生活についての話と調理
実習▽対象＝幼児（ 3 ～ 4 歳児）と保護者▽定員

＝12組（申込順）▽費用＝親子で500円▽持ち物
＝エプロン、三角巾（バンダナなどでも可）、布
巾 2 枚、筆記用具、上履き（お子さんのみ）▽申
込方法＝ ８ 月16日（金）までに電話または直接担
当へ

健康相談
▽とき＝随時▽ところ＝市民健康センター▽内容
＝食事療法や健康全般についての栄養士・保健師
による相談▽持ち物＝健康手帳（お持ちでない方
には当日発行）▽申込方法＝電話予約

　国民健康保険の被保険者が入院や高額な外
来診療の際に、被保険者証と一緒に提示する
と 1 カ月の保険診療費が負担割合にかかわら
ず自己負担限度額までとなる「国民健康保険
限度額適用認定証」および「国民健康保険限
度額適用・標準負担額減額認定証」の有効期
限は 7 月３1日（水）です。
　 ８ 月 1 日以降、入院や高額な外来診療の予
定があり認定証が必要な方は、再度次の通り
申請をする必要があります。なお、入院や高
額な外来診療の予定がない方は、必要が生じ
た場合に申請をしてください。
　これらの認定証の適用区分は、国民健康保
険加入世帯員の所得に基づいて判定していま
す。 ８ 月 1 日以降の適用区分は、平成25年度
（平成24年分）の所得の申告状況に基づいて
新たに判定します。なお、有効期限が切れた
「認定証」は市役所 1 階国保年金課または各
出張所に返却していただくか、細かく裁断し
て破棄してください。
○申請開始日　 ８ 月 1 日（木）
○申請場所　市役所 1 階国保年金課
○持 ち 物　印鑑、有効期限の切れた認定証
担当 国保年金課
 ☎０4６（252）7６72　 ０4６（252）7０4３

　市では今年度も子宮がん・乳がん施設検診を実施
しています。指定医療機関は右表の通りです。
※施設検診と集団検診の重複受診はできません。
◆子宮がん施設検診
○実施期間　12月2８日（土）まで
○検査内容　子宮頸

けい

部細胞診、子宮体部細胞診（問
診などの結果、医師が必要と認めた方）
○対　象　平成25年 4 月 1 日現在で2０歳以上の女性
○費　用　①子宮頸

けい

部細胞診と②子宮体部細胞診＝
2,5００円（①のみ＝1,7００円）

○申込方法　 5 月にお届けした受診確認票を持参し
て、直接右表の指定医療機関に予約
◆乳がん施設検診
○実施期間　平成2６年 2 月2８日（金）まで
○検査内容　視触診検査
○対　象　平成25年 4 月 1 日現在で３０歳以上の女性
○料　金　7００円
○申込方法　 5 月にお届けした受診確認票を持参し

て、直接右表の指定医療機関に予約

　 ６ 月14日に厚生労働省から勧告があり、市
では、同日から子宮頸

けい

がん予防ワクチンの積
極的勧奨をしていません（希望する方は、従
来通り接種ができます）。
担当 健康づくり課
 ☎０4６（252）7225　 ０4６（255）３55０

※明記していない限り、市外局番は０4６です。
担当　健康づくり課☎０4６（252）7225　 ０4６（255）３55０

医療機関名 所在地 電話番号
シロタ産婦人科 相武台1-52 25３-３511
金子産婦人科医院 入谷4-2６９０-2９ 255-３541
海老名総合病院ヘルス
サポートセンター 海老名市河原口151９ 2９2-1３11

ますだ産婦人科医院 海老名市柏ヶ谷1141 2３1-15３4
愛和レディース
クリニック

海老名市中央2-８-８
2 階 21０-7511

さがみ野レディス
クリニック

海 老 名 市 東 柏 ヶ 谷
３-３-1９ 2 階 2３4-３214

海老名レディース
クリニック

海老名市中央３-３-1
4 階 2３６-11０5

第2海老名レディース
クリニック

海老名市中央３-３-1
5 階 2９2-11０7

茂木産婦人科医院 綾瀬市深谷中4-14-６ ０4６7-7８-０３００
綾瀬厚生病院 綾瀬市深谷３８15 ０4６7-77-5111

医療機関名 所在地 電話番号
伊藤クリニック 入谷5-1８８1-5８ 2階 257-22６1
相模が丘内科 相模が丘5-42-1０ ０42-742-６８６６
相武台病院 相武台1-4９41-1 25６-5111
相武台外科胃腸科医院 相武台1-９5 254-３221
馬来内科胃腸外科 相武台2-15０ 255-３22８
たかはしクリニック 相武台３-47３８-1 257-77３7
金子産婦人科医院 入谷4-2６９０-2９ 255-３541

子宮がん検診指定医療機関

乳がん検診指定医療機関

子宮頸
けい

がん予防ワクチン情報

有効期限にご注意を！
「国民健康保険限度額適用認定証」と
「国民健康保険限度額適用・
標準負担額減額認定証」

子宮がん・乳がん施設検診
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交通安全標語を募集

交通安全劇場お別れ記念公演のお礼とお詫び

交通事故を無くしましょう
　

市
で
は
、
市
内
の
道
路
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
日
頃
の
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

道
路
を
安
全
で
快
適
な
空
間
に

で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
機
会
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆�

違
法
駐
車
・
違
法
駐
輪
は
や

め
ま
し
ょ
う

　

違
法
駐
車
・
違
法
駐
輪
は
、

交
通
渋
滞
や
交
通
事
故
を
発
生

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
消
防
車

や
救
急
車
な
ど
緊
急
車
両
の
通

行
を
妨
げ
、
人
命
に
か
か
わ
る

事
態
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　
「
少
し
の
間
だ
け
な
ら
」「
一

台
だ
け
な
ら
」
と
思
わ
ず
に
、

一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
守
り
、

違
法
駐
車
・
違
法
駐
輪
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆�

道
路
に
障
害
物
を
置
く
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う

　

道
路
の
立
て
看
板
や
歩
道
の

商
品
陳
列
棚
な
ど
は
、
通
行
を

妨
げ
ま
す
。
他
に
も
、
不
法
に

取
り
付
け
ら
れ
た
看
板
な
ど
は

角
や
取
り
付
け
金
具
が
通
行
人

に
当
た
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま

た
、
道
路
か
ら
宅
地
へ
車
が
入

る
た
め
の
乗
り
入
れ
ブ
ロ
ッ
ク

も
つ
ま
ず
く
原
因
と
な
る
た

め
、い
ず
れ
も
大
変
危
険
で
す
。

道
路
を
占
用
し
利
用
す
る
と
き

は
、
道
路
管
理
者
か
ら
道
路
占

用
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
道
路
上
の
広
告

物
は
県
屋
外
広
告
物
条
例
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
路
に
障

害
物
を
置
く
こ
と
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

◆�

生
け
垣
の
手
入
れ
は
忘
れ
ず

に
　

生
け
垣
や
植
木
が
道
路
に
大

き
く
張
り
出
す
と
、
通
行
す
る

人
や
車
な
ど
に
と
っ
て
迷
惑
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

枝
が
道
路
に
張
り
出
さ
な
い

よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
手
入
れ

や
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

８
月
は「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

８
月
10
日
は「
道
の
日
」

担
当�

道
路
課　
☎
０
４
６（
２
５
２
）８
５
６
４

�

０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

　

市
と
市
統
計
調
査
員
協
議
会

で
は
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。

○
対　

象　

市
内
在
住
の
小
・

中
学
生

○
募
集
内
容

▽
小
学
１
年
～
４
年
生
＝
自
己

観
察
結
果
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も

の
▽
小
学
５
年
～
中
学
生
＝
自
由

（
右
記
の
他
、
統
計
資
料
の

表
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
な

ど
）
ど
ち
ら
も
自
分
で
作
成

し
た
も
の

○�

応
募
規
定　
Ｂ
２
判
（
72
・

８
セ
ン
チ
×
51
・
５
セ
ン
チ
）

の
大
き
さ
の
紙
を
使
用
。
色

彩
や
紙
質
は
自
由

※�

市
販
の
Ｂ
２
判
の
紙
が
大
き

い
場
合
は
、
裁
断
し
て
調
整

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

枚
数
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す

が
、
担
当
で
ラ
シ
ャ
紙
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
方

は
直
接
担
当
へ

○�

応
募
方
法　
次
の
①
を
作
品

の
裏
面
下
端
に
、
②
を
裏
面

中
央
に
の
り
づ
け
し
、
２
学

期
の
始
め
に
各
学
校
へ
提

出
。
市
外
の
学
校
へ
通
学
し

て
い
る
児
童
・
生
徒
は
９
月

２
日
（
月
）
ま
で
に
直
接
担

当
へ

①
利
用
し
た
統
計
資
料
や
観
察

記
録
を
記
載
し
た
Ａ
４
判
程

度
の
用
紙

②
市
内
各
小
・
中
学
校
で
配
布

す
る
応
募
票
ま
た
は
縦
15
セ

ン
チ
×
横
20
セ
ン
チ
程
度
の

用
紙
に
表
題
、
応
募
部
門
、

市
名
（
直
接
提
出
の
場
合
は

住
所
）、
学
校
名
、
学
年
、

氏
名
を
明
記
し
た
も
の

○�

賞　

品　

入
賞
者
に
は
賞

状
・
副
賞
を
贈
呈
。
応
募
者

全
員
に
記
念
品
を
贈
呈

※
優
秀
な
作
品
は
、
県
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
品
。
ま

た
、
入
賞
作
品
は
11
月
中
旬
頃

か
ら
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

で
２
週
間
ほ
ど
展
示
す
る
予

定
。

　

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
日
ご
ろ

か
ら
子
ど
も
た
ち
に
火
災
の
恐

ろ
し
さ
を
伝
え
る
ほ
か
、
次
の

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど

は
、
子
ど
も
の
手
の
届
く
と

こ
ろ
に
置
か
な
い

・
子
ど
も
だ
け
を
残
し
て
外
出

し
な
い

・
子
ど
も
だ
け
を
残
し
て
車
か

ら
離
れ
な
い

・
子
ど
も
が
火
遊
び
を
し
て
い

る
の
を
見
か
け
た
ら
、
注
意

し
て
や
め
さ
せ
る

・
子
ど
も
だ
け
で
は
火
を
使
わ

せ
な
い

◆
花
火
の
危
険
性
の
認
識
を
！

　

花
火
は
火
薬
で
す
。
注
意
書

き
や
使
用
法
を
よ
く
読
ん
で
必

ず
守
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
花
火
を
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
、
人
に
は
向
け

な
い
な
ど
の
花
火
の
正
し
い
扱

い
方
、
火
の
後
始
末
や
夜
遅
く

に
や
ら
な
い
な
ど
の
マ
ナ
ー
を

指
導
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

未
消
費
の
花
火
（
し
け
て
し

ま
っ
た
も
の
）
を
処
分
す
る
場

合
、
水
に
十
分
に
つ
け
て
濡
れ

た
状
態
の
ま
ま
小
分
け
し
燃
え

る
ご
み
と
し
て
捨
て
て
く
だ
さ

い
。

　

市
で
は
、
か
か
り
つ
け
医
や

持
病
な
ど
の
医
療
情
報
を
専
用

の
容
器
で
保
管
し
、
救
急
時
に

救
急
隊
員
が
確
認
で
き
る
よ
う

に
す
る
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
方
へ
の
郵
送
も
実
施

し
て
い
る
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
対　
象　
65
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
方
、
ま
た
は
世
帯

全
員
が
65
歳
以
上
の
方

○
配
布
場
所　
市
役
所
１
階
福

祉
長
寿
課

○
郵
送
の
申
込
方
法　
電
話
で

担
当
へ

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

更
新
作
業
の
た
め
次
の
期
間
、

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
一
部

停
止
と
窓
口
で
の
電
子
証
明
書

の
発
行
・
失
効
業
務
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆�

電
子
証
明
書
の
発
行
・
失
効

の
終
日
停
止

○
期　
間　
７
月
29
日（
月
）・

30
日（
火
）

○
停
止
業
務　
電
子
証
明
書
の

発
行
・
電
子
証
明
書
の
失
効

業
務

◆�

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
一

部
停
止

○
期　
間　
７
月
26
日（
金
）～

30
日（
火
）

○
停
止
業
務　
利
用
者
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た

自
己
の
電
子
証
明
書
の
有
効

性
確
認
・
オ
ン
ラ
イ
ン
失
効

申
請
・
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
に

よ
る
自
己
の
電
子
証
明
書
の

有
効
性
の
確
認

○
問
い
合
わ
せ
先

　

財
団
法
人　

自
治
体
衛
星
通

信
機
構　

公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
☎
０
３

（
３
４
３
４
）７
３
４
８

※
詳
し
く
は
同
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（w

w
w
.jpki.go.jp

）

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　市では市民団体と協力し、交通事故防止の啓発に努めています。
しかし、交通事故を無くすには一人一人の心掛けが大事です。皆
さんで座間市を交通事故の無い安全なまちにしていきましょう。

担当� 安全防災課　☎046（252）8158　 046（252）7773

　市交通安全対策協議会では「交通事故抑止、交通事故防止」を
テーマに標語を募集します。多数のご応募をお待ちしています。
○�応募資格　市内在住・在勤・在学者
○�応募方法　はがき 1 枚につき標語 1 点として、住所、氏名、年
齢、電話番号を記入し、 ９ 月 6 日（金）までに〒252-8566座間市
緑ケ丘 1 － 1 － 1 座間市役所安全防災課宛て郵送（当日消印有
効）または持参（市内小学校および養護学校の児童・生徒は、そ
れぞれの学校に提出）
※一人 1 点の応募です。
※上位入賞者には11月16日（土）開催予定の交通安全推進大会で表
彰します。

　 6月 1 日に開催された交通安全劇場主催の「お別れ記念公演」
には多くの方にご来場いただき、ありがとうございました。しか
し、消防法による定員の関係上、全ての方にご覧いただくことが
できませんでした。改めてお詫びをするとともに、アンコール公
演の計画を現在進めています。

第
26
回
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

担
当�

情
報
シ
ス
テ
ム
課

�

☎
０
４
６（
２
５
２
）８
３
７
９

�

０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

電
子
証
明
書
の
発
行
・
失
効
の
終
日
停
止

と
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
停
止

担
当�

戸
籍
住
民
課　
☎
０
４
６（
２
５
２
）８
０
８
３

�

０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

子
ど
も
に
よ
る
火
災
を

　
　
　
　
　
　
　

防
ぎ
ま
し
ょ
う

担
当�

消
防
本
部
予
防
課

�

☎
０
４
６（
２
５
６
）２
１
８
７

�

０
４
６（
２
５
６
）３
２
２
５

郵
送
で
の
配
布
を
実
施
中
！

　
　
　
　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

担
当�

福
祉
長
寿
課　
☎
０
４
６（
２
５
２
）７
１
２
７

�

０
４
６（
２
５
６
）３
６
０
０

整備された市道13号線と市道
14号線の交差点付近

冷蔵庫などに保管してください
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最
近
、「
市
役
所
の
方
か
ら

来
ま
し
た
」「
宅
内
の
下
水
管

清
掃
は
義
務
で
す
」
な
ど
と

言
っ
て
訪
問
し
、
宅
地
内
の
下

水
の
点
検
や
清
掃
な
ど
を
行

い
、
高
額
な
料
金
を
請
求
す
る

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い

ま
す
。

こ
ん
な
手
口
に
ご
注
意
を

・
「
定
期
的
に
掃
除
す
る
義
務

が
あ
る
」
な
ど
虚
偽
の
説
明

・
「
不
衛
生
」「
近
所
迷
惑
」な

ど
不
安
を
か
き
た
て
る
説
明

・
「
市
役
所
の
方
か
ら
来
ま
し

た
」「
市
に
は
話
し
て
あ
り
ま

す
」
な
ど
誤
解
を
招
く
表
現

・
「
特
別
に
安
く
し
ま
す
」
な

ど
根
拠
無
く
有
利
と
思
わ
せ
る

言
い
方

　

市
で
は
こ
う
し
た
営
業
活
動

や
民
間
業
者
へ
の
委
託
は
一
切

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市

が
個
人
敷
地
内
の
点
検
・
調
査

を
行
う
場
合
は
事
前
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
い
き
な
り
訪

問
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま

せ
ん
。
不
審
な
場
合
は
身
分
証

明
書
の
提
示
を
求
め
る
か
、
担

当
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
共
汚
水
桝ま
す

の
詰
ま

り
な
ど
は
、
担
当
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
宅
内
の
排
水

管
の
詰
ま
り
の
場
合
は
、
座
間

市
管
工
事
業
協
同
組
合
（

０
１
２
０
（
０
１
５
）
２
４
４

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
24
時
間
対

応
））
で
紹
介
す
る
業
者
や
、

ご
自
分
で
調
べ
た
業
者
に
依
頼

を
お
願
い
し
ま
す
。

も
し
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
ら
…
…

　

訪
問
販
売
に
よ
る
契
約
は
、

特
定
商
取
引
法
に
よ
り
契
約
を

し
た
日
を
含
め
、
８
日
以
内
に

書
面
で
事
業
者
に
申
し
出
れ

ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き

ま
す
。
左
記
市
消
費
者
生
活
セ

ン
タ
ー
で
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
具
体
的
な
手
続
き
方
法

な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
未
公
開
株
や
社
債
、

フ
ァ
ン
ド
型
投
資
商
品
な
ど
の

投
資
に
よ
る
被
害
を
被
っ
た
人

に
対
し
て
、「
公
的
な
救
済
制

度
で
被
害
を
回
復
で
き
る
」
と

う
た
っ
て
手
数
料
な
ど
の
金
銭

を
だ
ま
し
取
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多

発
し
て
い
ま
す
。差
出
人
は「
○

○
救
済
機
構
」
や
「
○
○
被
害

回
復
機
構
」
な
ど
公
的
機
関
を

思
わ
せ
る
名
称
で
あ
る
こ
と
が

多
く
、
書
類
に
は
も
っ
と
も
ら

し
く
制
度
を
説
明
し
た
要
綱
や

申
請
書
類
を
使
用
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
そ
の
手
口
は
巧
妙
化

し
て
い
ま
す
。

◆
被
害
回
復
詐
欺
の
事
例

　

以
前
、
未
公
開
株
投
資
の
被

害
に
遭
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
物

の
も
と
に
支
援
機
関
と
名
乗

り
、「
犯
罪
被
害
救
済
制
度
で

被
害
を
回
復
で
き
る
」
と
電
話

が
あ
り
、手
続
書
類
が
届
い
た
。

資
料
に
は
「
振
込
詐
欺
救
済
法

に
基
づ
く
『
犯
罪
被
害
回
復
支

援
基
金
制
度
』
で
、
被
害
者
に

対
し
て
支
援
す
る
政
策
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
る
」
と
書
か
れ

て
い
る
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
不
審
な
勧
誘
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
慌
て
て
書
類
を
返
送
し

た
り
、
お
金
を
払
っ
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

・
判
断
に
迷
っ
た
り
、
不
審
な

勧
誘
に
あ
っ
た
り
し
た
場
合
に

は
、
送
ら
れ
て
き
た
書
類
に
記

載
さ
れ
た
電
話
番
号
で
は
な

く
、
左
記
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

座間市消費生活センター
☎０４６（２５２）８４９０

●開設日時　月～金曜日
（年末年始、祝・休日を
除く）午前 ９ 時30分～正
午、午後 1時～ 3時30分
※偶数月の第 2水曜日は
午後のみ。

　

平
成
24
年
度
下
半
期
（
平
成
24
年
10
月
１
日
～
平
成
25
年
３
月

31
日
）
の
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

　一般会計とは、地方公共団体の行政運営の
ための基本的な経費を計上した会計です。
　一方で特別会計とは、特定の事業を実施す
るために、特定の歳入と歳出を一般会計と区
分して経理する会計です。本市では、国民健
康保険事業、公共下水道事業、介護保険事業、
後期高齢者医療保険事業の 4 つの特別会計が
あります。
　また、企業会計は、一般的には株式会社などの民間企業におけ
る会計の総称ですが、地方公共団体の財政の上では地方公営企業
法の適用を受ける公営企業の会計のことです。本市では、水道事
業が企業会計に当たります。

教えて！ざまりん
～一般会計・特別会計と企業会計～

区　　　　　　　　分 予算現額
千円

収入済額
千円

収入率
％
支出済額

千円
執行率

％
国民健康保険事業特別会計 14,24９,522 12,９1９,272 ９0.7� 13,006,246 ９1.3�
公共下水道事業特別会計 2,９40,352 2,546,376 86.6� 2,448,048 83.3�
介 護保険事業特別会計 6,11９,863 5,864,635 ９5.8� 5,488,330 8９.7�
後期高齢者医療保険事業
特 別 会 計 1,074,6９1 1,040,008 ９6.8� 1,004,637 ９3.5�

特別会計の歳入・歳出の状況� （平成25年 3 月31日現在）

区　　　　　　　　分 予算現額
千円

収入済額
千円

収入率
％
支出済額

千円
執行率

％

水 道 事 業
会 計

収益的収入 2,018,261 1,808,13９ 8９.6 － －
収益的支出 1,９24,142 － － 1,740,164 ９0.4�
資本的収入 1,12９,102 513,87９ 45.5 － －
資本的支出 2,211,758 － － 1,366,048 61.8�

企業会計の収入・支出の状況� （平成25年 3 月31日現在）

市 税 市民税や固定資産税などの市に納められた税金 民 生 費 高齢者や障がい者への生活支援、保育所の運営など福祉のための経費
国庫支出金 国から交付される補助金や負担金など 総 務 費 住民登録、選挙、交通安全対策、環境対策などの経費
市 債 公共施設の整備などをするときに借りる市の借金 公 債 費 市の借金の元金と利子を支払うための経費
地方交付税 国税として納められた後、地方公共団体の財政需要により配分される税金 土 木 費 道路、河川、公園などの整備のための経費
県 支 出 金 県から交付される補助金や負担金など 衛 生 費 ごみ処理や市民の健康の維持・増進などに必要な事業のための経費
繰 入 金 積み立てられた資金などから引き出したお金 教 育 費 小・中学校での教育、生涯学習などの経費
繰 越 金 前年度から繰り越したお金 消 防 費 消防、救急活動、防災など市民の安全を守るための経費
そ の 他 使用料、手数料など そ の 他 農業、商・工業の振興、議会運営などの経費

［用語解説］
歳　入� 歳　出

担
当�

財
政
課　
☎
０
４
６（
２
５
２
）８
４
０
４

�

０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

平
成
24
年
度
下
半
期
の

　
　
　
　
　
　
　
財
政
状
況

担
当�

下
水
道
課　
☎
０
４
６（
２
５
２
）８
５
８
７

�

０
４
６（
２
５
７
）４
１
５
５

下
水
道
点
検
商
法
に

　
　
　
　
　
　
ご
注
意
を
！

担
当�

広
報
広
聴
人
権
課

�

☎
０
４
６（
２
５
２
）８
１
４
６

�

０
４
６（
２
５
２
）０
２
２
０

被
害
回
復
詐
欺
に
ご
注
意
を

～
投
資
の
二
次
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
～
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お問い合わせやお申し込みは原則として祝・休日や年末年始を除く月曜〜金曜日の午前 8 時30分〜午後 5 時15分にお願いします。
なお、ファクスでお申し込みの場合は、「件名」、「連絡先」など必要事項を明記して下さるようお願いします。

み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀 

〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜

担
当
　
広
報
広
聴
人
権
課
　
☎
０
４
６（
２
５
２
）８
０
８
７
　
０
４
６（
２
５
２
）０
２
２
０

ひまわり公園テニスコートは
10月から一部利用方法変更

　10月 1日（火）から毎日午後 ５時
以降、ひまわり公園テニスコート
（入谷 ３－6000）Ａ・Ｂ面の硬式テ
ニスによる利用ができるようになり
ます。このことにより、スポーツ施
設予約システムでの抽選申込が ８月
1日（木）から、随時予約申込が ８
月16日（金）からそれぞれ可能とな
ります。なお、午前 ９時から午後 ５
時までのＡ・Ｂ面利用については、
これまで通りソフトテニスのみの利
用となりますのでご注意ください。
※予約システムを利用するには、ま
ず最初に登録が必要です。登録要件
や持ち物などについては担当にご確
認ください。
担当� スポーツ課
� ☎046（2５2）８162　 046（2５５）３５５0

雨水浸透施設などの設置助成

　市では湧水・地下水量の保全のた
め雨水浸透施設などの設置費用の一
部を助成しています。
雨 水 浸 透 ま す　 1基当たり 1万
2,５00円（ 2〜 4基分まで）（重点的
涵養推進区域は 1基当たり 1万
7,000円）　雨水浸透トレンチ　 1メ
ートル当たり6,５00円（ 1メートル
未満は切捨て）（上限は雨水浸透ます
1基当たり ５メートル分、雨水浸透
ます 4基分）　浸透性アスファルト
舗装　（100平方メートル以上の駐
車場） 1平方メートル当たり５00円
（上限５00平方メートル分）　雨水
貯留槽　（容量1５0〜５00リットル）
本体価格などの半額（上限 2万
５,000円）※雨水浸透施設に接続さ
れていない雨どいに雨水貯留槽を設
置される場合は、助成対象外となり
ますのでご注意ください。他にも助
成要件がありますので事前にご相談
ください。※予算の範囲内で実施し
ますので年度の途中で終了する場合
があります。
担当� 環境政策課
� ☎046（2５2）８214　 046（2５7）774３

特定計量器の定期検査

　 7月2９日（月）から ８月３0日
（金）まで、公益社団法人神奈川県
計量協会が戸別に巡回し、計量器の
定期検査を行います。営業上の取り
引き、各種証明などに計量器を使用

する方で、今までに定期検査を受検
したことが無い方は担当にご連絡く
ださい。
担当� 商工観光課
� ☎046（2５2）7604　 046（2５５）３５５0

公共下水道管には雨どいなどの
雨水を流さないで！

　本市の汚水は、茅ヶ崎市にある相
模川流域下水道左岸処理場（柳島管
理センター）で処理されています。
降雨時には、雨水の混入した汚水が
大量に流れ込み、処理場の機能を損
なう事態が起こっています。公共下
水道（汚水）管には、絶対に雨水を
流さないようお願いします。
担当� 下水道課
� ☎046（2５2）８５８7　 046（2５7）41５５

危険物取扱者保安講習会

とき＝ ８月〜10月（次回は平成26年
1 〜 ３ 月予定）　ところ＝県内10会
場　対象＝危険物施設における危険
物の貯蔵取扱作業従事者で次のいず
れかに該当する方①継続して従事さ
れている方で、前回受講日以後にお
ける最初の 4月 1日から ３年以内②�
新たに、または再び従事することに
なった日から 1年以内③上記②のう
ち、過去 2年以内に免状の交付また
は講習を受けた方で、受講日以後に
おける最初の 4月 1日から ３年以内
※受講義務のない方でも免状所持者
であれば希望者は受講できます。　
受講料＝4,700円（県収入証紙）　
申込方法＝各消防署に備え付けの申
請書に必要事項を記入の上、一般社
団法人神奈川県危険物安全協会連合
会へ郵送〒2３８-0011横須賀市米が浜
通 1 - 7 - 2 サクマ横須賀ビル204号
※講習種別によって日時、場所、定
員が異なりますので詳しくは、同連
合会☎046（８26）2177までお問い合わ
せください
担当� 消防本部予防課
� ☎046（2５6）21８7　 046（2５6）３22５

再生家具の展示・販売

　粗大ごみとして各家庭から出され
た家具などを補修して展示し、希望
者に販売します（多数抽選）。
購入申込＝ 7月27日（土）〜 ８月 ９
日（金）午前 ９時〜午後 ５時※毎週
月曜日（祝・休日の場合は翌日）は
休館です。　販売抽選＝ ８月10日
（土）午前10時〜　ところ＝リサイ
クルプラザ（東原二丁目16番10号）　
対象＝営利を目的としない市内在
住・在勤・在学者　申込点数＝一人
1点まで　申込方法＝申込者本人が
直接来館（電話、代理の申し込みは

不可）※購入物は各自お持ち帰りく
ださい。
担当� リサイクルプラザ
� ☎046（2５2）7９6３　 046（2５2）7９64

交通事故件数

件数 死者 負傷者
2５年 2５7 0 ３0３
24年 ３３1 0 ３８6
増減 －74 0 －８３
平成2５年 1 月 1 日〜 6月３0日
（物件事故を含まず）

消防件数

消防車（件） 救急車（件）
6月 1月〜6月（累計） 6月 1月〜6月（累計）

2５年 71 424 414 2,604
24年 ３５ ３５6 ３42 2,411
増減 ３6 6８ 72 1９３
※火災・災害情報の問い合わせは、
テレホンサービス☎046（2５1）1３９９へ

お詫びと訂正
　本紙 ５月1５日号の消防件数で
4月の「66」件は「6５」件、累
計の「2９８」件は「2９7」件でし
た。お詫びして訂正します。

外国人のための防災訓練

とき＝ ９月21日（土）午前 ９時〜正
午（雨天決行）　ところ＝市消防本
部　内容＝日頃の備え、地震のとき
の行動・逃げ方、けがをした人を助
ける方法など　定員＝３0人（申込
順）　参加費＝無料　申込方法＝ ９
月 ５日（木）までに名前（ふりが
な）、住所、電話番号、使用してい
る言語、メールアドレス、来場の方
法をファクスまたはメールで市国際
交流協会☎ 046（2５1）９000（月
曜・水曜・金曜日の午前 ９時〜午後
4時）電子メールz.i.a.040５01@kdr.
biglobe.ne.jpへ
担当� 市民協働課
� ☎046（2５2）８0３５　 046（2５５）３５５0

市総合体育大会テニスの部
市テニス選手権ダブルス大会

とき＝ ８月2５日、 ９月 1日いずれも
日曜日午前 ９時〜（予備日 ９月 ８日
（日））　ところ＝ひまわり公園テ
ニスコート　種目＝男子ダブルス①
一般②4５歳以上③５５歳以上、女子ダ
ブルス④一般⑤５0歳以上※年齢別種
目は、両者が規定年齢以上。　競技

方法＝トーナメント方式　参加資格
＝市内在住・在勤・在学者および市
テニス協会員　参加費＝一組2,000
円（大会当日に会場で支払い）　申
込方法＝ ８月 4日（日）までに市テ
ニス協会事務局☎046（2５1）67９7
（OTSテニススクール内、月曜日
を除く午前 ９時〜午後 1時）へ
担当� スポーツ課
� ☎046（2５2）８177　 046（2５５）３５５0

ファミリーバドミントン・
ソフトバレーボール教室

　通常のバドミントン、バレーボー
ルとはルールや用具が異なり、誰で
も簡単にできるニュースポーツで
す。用具は用意していますので、お
気軽にご参加ください。
とき＝ ８月17日（土）午前 ９時３0分
〜11時３0分（受け付けは午前 ９時
〜）　ところ＝スカイアリーナ座間
（市民体育館） ３階大体育室　対象
＝小学生以上（小学 ３年生以下は大
人同伴）　参加費＝無料　持ち物＝
運動のできる服装、体育館シュー
ズ、タオル（ラケットなどの個人の
用具は不可）　申込方法＝いずれか
1種目を選び ８月 ９日（金）までに
電話または直接担当へ
担当� スポーツ課
� ☎046（2５2）８177　 046（2５５）３５５0

こころの育児サロン
〜気持ちをときほぐす〜

とき＝ ９月 6日・1３日・20日・27
日、10月 4 日・11日・1８日・2５日、
11月 1 日いずれも金曜日午前10時〜
11時4５分（全 ９回）　ところ＝市役
所会議室　内容＝「孤育て」から
「子育て」へ、心の抱っこ他　対象
＝子育て中の親と、子育てに関心の
ある方　定員＝20人程度（多数抽
選）　参加費＝無料　保育＝有り
（原則 2歳以上、おやつ代などとし
て幼児一人につき 1回100円）※食
物アレルギーのある幼児の親で、お
やつを持参した方や、おやつが食べ
られない幼児の場合は、消耗品代と
して 1回５0円。　申込方法＝ 7月16
日（火）〜３0日（火）に電話、ファ
クスまたは直接担当へ※結果は締切
後に郵送。保育説明会を ８月３0日
（金）午前10時〜市役所会議室で実
施。
担当� 生涯学習課
� ☎046（2５2）８472　 046（2５2）4３11

教育講演会

とき＝ ８月20日（火）午前11時10分
〜午後 0時３0分　ところ＝サニープ
レイス座間（総合福祉センター） ３

階多目的室　内容＝本のある環境づ
くり〜学校図書館と公共図書館の連
携〜　講師＝市立図書館司書　葉山
敦美さん　対象＝どなたでも　定員
＝３0人（申込順）　参加費＝無料　
申込方法＝電話で担当へ
担当� 教育研究所
� ☎046（2５2）８460　 046（2５2）4３11

東地区文化センター
☎046（253）0781　 046（253）0789

◆おもちゃ病院
とき＝ 7月27日（土）午前10時〜正
午（受け付けは午前11時３0分まで）　
内容＝壊れたおもちゃの修理（修理
できない物もあります）　対象＝小
学生以下（保護者同伴）　定員＝20
組（先着順）　費用＝無料（部品代
などは実費）　参加方法＝当日直接
同センターへ
◆ひがしのだんだんリビング
とき＝ 7月1８日（木）午前 ９時4５分
〜11時３0分　内容＝乳幼児を持つ保
護者の交流、仲間作りの場　参加方
法＝時間内に、親子で直接会場へ
◆ サマーアイランド2013協力ボラン

ティア募集！
　東地区文化センターの子ども夏祭
りを手伝ってみよう！
【ボランティアの内容】とき＝① ８
月17日（土）午後 1時３0分〜 4時②
８月1８日（日）午前 ９時〜午後 4時　
内容＝①会場準備、お化け迷路作り
（パネル運び、設営、飾り付け）、
模擬店用のテント立て他②当日の模
擬店、ゲームラリーなど催しの担
当、駐輪場整理他　【共通事項】説
明会＝ ８月10日（土）午後 1時３0分
〜 ３時３0分　対象＝小学 4年生以上　
申込方法＝ 7月３1日（水）までに電
話、ファクスまたは直接同センター
へ

図書館
☎046（255）1211　 046（252）5704

◆なつやすみ　森のおはなし会
とき＝ 7月2５日（木）午前10時〜11
時　ところ＝県立座間谷戸山公園　
森の学校（雨天時は図書館子どもお
はなし室）　内容＝おはなしとエプ
ロンシアター他（詳しい内容につい
ては、図書館でプログラムを配布）　
参加費＝無料　参加方法＝当日午前
９時５0分に図書館玄関に集合
◆ 夏休み自由研究応援講座2013〜図

書館で調べ学習をやってみよう！
〜

とき＝① ８月10日（土）午前10時〜
午後 ３時３0分② ８月21日（水）午前
９時３0分〜11時３0分　ところ＝講座
室　内容＝調べ学習を通して、研究
する楽しさを見つける。また、図書
館の利用方法を覚えることで、宿題
やレポートに対応できるスキルを身
につける①ガイダンス、作品作り②
作品発表会※小学 4年生〜高校生向
け。　対象＝市内在住・在学の小学
4年生〜高校生　定員＝2５人（申込
順）　参加費＝無料　申込方法＝電
話または直接同館へ

◆子ども・子育て支援について考え
ませんか〜市子ども・子育て会議
委員を募集〜

募集人数＝ ３人（うち保育園・幼稚
園の保護者各 1人）　応募資格＝1８
歳以上の市内在住・在勤・在学者　
内容＝子ども・子育て支援事業計画
の策定などの調査・審議　任期＝委
嘱の日から 2年間　報酬＝市規定に
よる　選考方法＝書類審査　応募方
法＝市役所 2階子育て支援課に備え
付けの所定の申込書（市ホームペー
ジからダウンロードすることもでき
ます）に必要事項を記入の上、400
字詰め原稿用紙 ３枚以内で「子ど
も・子育て支援への思い」と題した
論文を 7月３0日（火）までに本人が
担当に持参※土曜・日曜日、祝・休
日を除く午前 ９時〜午後 ５時で受け
付け。
担当� 子育て支援課
� ☎046（2５2）7９6９　 046（2５2）704３
◆粗大ごみ受付業務非常勤職員
募集人数＝①②各 1人　応募資格＝
パソコン操作（ワード、エクセル）
ができる人　業務内容＝電話受け付
け、受付票の整理、収集業者との調
整、申し込み内容のパソコン処理、
その他軽微な業務　勤務期間＝ ９月
1日〜平成26年 ３ 月３1日　勤務日時
＝月曜〜金曜日（祝・休日を除く）
①午前 ８時３0分〜正午②午後 1時〜
５時1５分※場合により残業があり。　
勤務場所＝市役所 4階資源対策課　
時給＝９５2円　選考方法＝書類審
査、面接（ ８月 2日（金）を予定）
応募方法＝市販の履歴書（写真貼
付）に必要事項を記入し、 7月26日
（金）までに本人が担当に持参
担当� 資源対策課
� ☎046（2５2）76５９　 046（2５2）7616
◆市立保育園臨時保育士
募集人数＝若干名　応募資格＝保育
士資格所持者　勤務期間＝雇用の日
〜 ９月３0日（更新あり）　勤務日時
＝月曜〜土曜日の週 ５日午前 7時３0
分〜午後 7時の間で 7時間4５分（ロ
ーテーション勤務あり）　時給＝
1,1８4円　選考方法=面接、健康診
断　応募方法＝市販の履歴書（写真
貼付）に必要事項と希望職種を記入
し、 7月24日（水）までに、本人が担
当に持参（保育士証の写しを添付）
担当� 保育課
� ☎046（2５2）7202　 046（2５2）704３

◆差し上げます
キャンプ用品各種（ 4人用テント・
バーベキューセット）、ござ（イ草
仕様・新品 2枚）、電動ベッド、ド
ラムセット（楽器）、ひな人形、ゆ

りかご（テーブル付）、学習机
◆希望します
幼児用ポータブルトイレ、キャンピ
ングガスボンベ（CV2５0）、自転
車（22インチ〜26インチ）、真空管
ラジオ、チャイルドシート、テーブ
ルと椅子（ダイニング用）、電気ス
トーブ、電動自転車、ノートパソコ
ン、デスクトップパソコン、掃除
機、電子レンジ

○第54回日米親善キャンプ座間盆踊
り大会

▽とき＝ ８月 ３日（土）午前10時３0
分〜午後 ９時３0分（荒天時中止）▽
ところ＝キャンプ座間▽持ち込めな
い物＝大きなバッグ（リュックサッ
クなど含む）、クーラーボックス、
お酒、瓶やコップなどのガラス類、
スケートボード、キックボード、犬
などのペット※入門は徒歩のみ
（車、バイク、自転車、ペット同伴
での入門は不可）。※ご来場の際に
は、公共交通機関をご利用くださ
い。基地内に車両（バイク、自転車
含む）乗り入れはできません。ま
た、会場に駐車場・駐輪場はありま
せん。周辺道路は全て駐車・駐輪禁
止です。※入門の際に持ち物検査を
実施するため、混雑が予想されま
す。※入門の際『写真付き身分証明
書』の提示が必要になります。▽問
い合わせ先＝キャンプ座間☎046
（407）３９３９へ
○キッズえいがかい
▽とき＝ 7月1９日（金）午後 ３時〜
（午後 2時4５分開場）▽ところ＝立
野台コミュニティセンター▽内容＝
「ぼくときどきぶた」「ちびまるこ
ちゃん一人っきりの日曜日」▽対象
＝ ３歳から小学生まで（小学生未満
は保護者同伴）▽入場＝自由▽問い
合わせ先＝同センター☎046（2５５）
0８1５へ
○夏まつり
▽とき＝ 7月2８日（日）午前10時〜午
後 2時▽ところ＝栗原コミュニティ
センター▽内容＝模擬店、子ども向
けミニゲーム、室内フリーマーケッ
ト（12区画募集、一区画５00円で先着
順、詳細は同センターへ）▽対象＝
どなたでも▽入場＝自由▽問い合わ
せ先＝同センター☎046（2５7）7210へ
○ おはなしサークル「ひろば」夏の

おはなし会
▽とき＝ 7月20日（土）午前10時３0
分〜11時10分▽ところ＝市立図書館
子どもおはなし室▽内容＝素話、特
大絵本、エプロンシアター、パネル
シアター▽対象＝どなたでも▽入場
＝自由▽問い合わせ先＝☎046（2５2）
８３８0（斉藤）へ
○ 冒険遊び場体験〜いちにちプレイ

パーク〜
▽とき＝ 7月20日（土）・21日（日）
いずれも午前 ９時〜午後 ３時▽とこ

ろ＝芹沢公園▽内容＝「自分の責任
で自由に遊ぶ」をモットーに体を使
って元気に遊ぼう。汚れても良い服
装で来てください▽対象＝どなたで
も▽参加方法＝当日直接会場へ▽問
い合わせ先＝座間にプレイパークを
作る会☎0９0（26５6）2９4３（田坂）へ
○ エバリーコンサート（クラシッ

ク・ポップス）
▽とき＝ 7月20日（土）午後 6時〜
８時（開場は午後 ５時）▽ところ＝
ざまコミュニティプラザ（ふれあい
会館） 1階レストランD＆C！▽内
容＝クラシカルポップスバンド「エ
バリー」によるコンサート▽対象＝
どなたでも▽費用＝1,５00円（コー
ヒー、ケーキ付）▽参加方法＝当日
直接会場へ▽問い合わせ先＝サロン
座間☎0９0（26３５）2３40（伊藤）へ

○バレエ・ストレッチ
▽とき＝原則毎週水曜・土曜日午前
11時〜午後 1時（変更あり）▽ところ
＝相模が丘コミュニティセンター▽
内容＝ストレッチ、バーレッスンな
ど▽対象＝女性▽会費＝ 1回５00円
▽連絡先＝☎046（2５３）９５4３（石綿）
○着付けサークルよそおい
▽とき＝毎月 2回火曜日午前 ９時4５
分〜11時4５分▽ところ＝青少年セン
ター▽内容＝着物の着付けの学習と
技術を学び楽しむ▽対象＝20歳以上
の女性▽会費＝月額1,000円▽連絡
先＝☎046（224）7８0５（倉持）
○Ｂ・Ｃポアロ
▽とき＝毎週日曜日午前 ９時３0分〜
正午▽ところ＝立野台小学校▽内容
＝バドミントン▽対象＝経験者▽会
費＝シャトル購入時に徴収▽連絡先
＝☎046（2５6）0３0５（午後 ８時以降に
小川へ）
○座間合気道クラブ
▽とき＝①毎週日曜日午前 ９時〜11
時②毎週金曜日午後 6時３0分〜 7時
３0分▽ところ＝①スカイアリーナ座
間②青少年センター▽内容＝合気道
の稽古▽対象＝どなたでも▽会費＝
①月額３,000円②月額2,000円▽連絡
先＝☎046（2５３）77３6（大矢）
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◆開庁時間　月曜日〜金曜日（祝・休日と年末年始を除く）午前 8 時30分〜午後 5 時15分
　※第 2 ・第 4 土曜日の午前中も一部業務を行っています。
　問い合わせは、特に記載がなければ、開庁時間内にお願いします。

広報ざま【座間市のお知らせ】No.934　　平成25年（2013年）7月15日8

希望者への「広報ざま」の戸別配布を実施中
※新聞を購読されている方には、新聞に折り込まれます。

○新規のお申し込み　申込専用電話　☎046（252）8684（広報広聴人権課）
○届かない場合　（株）神奈川新聞総合サービス　10120（111）429（無料）

　最近、犬の散歩の仕方や糞尿の放置、野良猫への無責任な餌付けなど、
さまざまな苦情や問題が増えています。ほとんどの事例は、一部の飼い主
のモラルの無さ、無責任さが原因です。近隣で生活する方の中には、動物
が苦手な方や糞尿などの被害に迷惑している方もいます。飼育マナーや
ルールを守り、周囲の方に迷惑がかからないよう、人と動物が共生できる
環境づくりに配慮しましょう。
担当� 健康づくり課　☎046（252）8236　 046（255）3550

　座間市原水爆禁止協議会では、女優の東ちづるさんを講師に迎え「心豊
かに自分らしく生きる～つながる　よりそう～」と題した講演会を開催し
ます。
○と　き　 9月 7日（土）午後 2時～ 3時45分（午後 1時30分開場）
○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）大
ホール
○定　員　900人（申込順）
○申込方法　 8月28日（水）午後 5時15分までに電
話、ファクス、電子メール（jinken@city.zama.
kanagawa.jp）または直接担当へ
　※入場券を兼ねたはがきを郵送するので、申込時に
住所・氏名を伝えてください。
※手話通訳と要約筆記があります。
担当� 広報広聴人権課　☎046（252）8087　 046（252）0220

自治会トピックス
地域でただいま活躍中！安全・安心な地域づくり！地域でただいま活躍中！安全・安心な地域づくり！地域でただいま活躍中！安全・安心な地域づくり！

連 載

　立野台西ノ原自治会は、全49世帯とそれほど大きな単位自治ではあ
りませんが、昭和39年からスタートと歴史は古く、立野台地区と栗原
中央の一部で構成された自治会です。主な活動としては、地区自連主
催の夏祭り、市民レクリエーション、どんど焼
き、パトロールなどに積極的に協力・参加する
他、自治会独自で新年会などを行っています。
　今回ご紹介する広報掲示板は、廃材などを活
用した100パーセント会員の手作りによるもの
で、設置場所についても会員の敷地内を提供し
て頂き、低価格で設置する事ができました。ま
た、製作に際しても会員同士のコミュニケー
ションを図ることができ、楽しい時間を過ごす
事ができました。
� 立野台地区西ノ原自治会長　横森　清輝

会員手作りの掲示板で広報を
� （立野台地区　西ノ原自治会）

新しくできた
手作り広報掲示板

　夏は、海や川、プールなど水に親しむ機会
が多くなる季節であるとともに、残念ながら
多くの水難事故が起こる季節でもあります。
　市消防本部では、 5月に近隣市町と水難救
助合同訓練を座架依橋付近の相模川で実施
し、素早く適切な救助活動ができるよう万全
の準備をしています。一人一人が水に対して
の危険意識を持ち、事故のない楽しい夏を過ごしましょう。
担当� 消防管理課　☎046（256）2211　 046（256）2215

𠮷
よし

川
かわ

　臥
が く

空ちゃん
H24.11.24生まれ　男
新田宿

長
おさ

田
だ

　爽
そう

ちゃん
H24.8 .9生まれ　男
四ツ谷

角
つの

田
だ

　陽
ひ な

菜ちゃん
H24.6 .28生まれ　女
相武台4丁目

　今年も暑い夏が始まり、熱中症に注意が必要になります。熱中症は、屋
外だけでなく屋内でも発症し、命にかかわる場合もあります。
【熱中症を防ぐポイント】
1 ．外出するときは、帽子や日傘などで直射日光を避ける
2．�屋外で活動するときは、こまめに休み、スポーツドリンクなどで水分
を補給する。また、屋内などで動いていないときも水分補給をする

3．�部屋の中は風通しを良くし、高温多湿にならないようにする
4．�暑い場所では、長時間の作業やスポーツなどは避ける
5．日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりをする
【熱中症かなと思ったら】
1 ．涼しい日陰や冷房の効いた場所へ移動する
2．衣服を緩めて体を冷やす
3．冷やしたタオルなどを脇の下、足の付け根に当て、体を冷やす
4．スポーツドリンクや薄い食塩水などの少量を数回に分けて飲む
※反応が鈍いときなどは、すぐに救急車を呼びましょう。
担当� 健康づくり課　☎046（252）7225　 046（255）3550

　

座
間
市
で
は
、
相
模
原
市
と
町
田

市
で
開
催
さ
れ
る
市
民
大
学
に
参
画

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
受
講
生
募

集
が
６
月
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
市
民
大
学
は
、
「
さ
が
ま
ち
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
「
市
民
大
学
」
と

し
て
開
催
さ
れ
、
「
さ
が
ま
ち
」
と

は
相
模
原
と
町
田
の
頭
文
字
を
と
っ

て
名
付
け
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
、

大
学
と
地
域
の
連
携
な
ど
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
こ
の
市
民

大
学
の
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

北
里
大
学
で
は
、
人
体
に
す
み
着

い
て
い
る
常
在
菌
や
感
染
予
防
に
つ

い
て
学
び
、
ま
た
、
緑
内
障
の
レ
ー

ザ
ー
治
療
や
切
開
手
術
な
ど
の
最
先

端
治
療
技
術
の
講
座
を
受
け
ま
し

た
。
他
に
も
学
生
が
医
療
学
問
だ
け

で
な
く
、
人
間
性
も
豊
か
に
す
る
た

め
芸
術
・
芸
能
の
教
養
講
座
が
あ

り
、
そ
の
教
養
講
座
を
市
民
大
学
の

授
業
と
し
て
受
講
し
ま
し
た
。
授
業

内
容
は
、
室
内
管
弦
楽
、
川
柳
、
三

味
線
、
落
語
な
ど
、
と
て
も
ユ
ニ
ー

ク
な
講
座
で
し
た
。

　

宇
宙
科
学
研
究
所
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

の
大
学
で
は
、
惑
星
を
探
査
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
地
球
を
理
解
で
き
る
こ

と
、
イ
オ
ン
エ
ン
ジ
ン
開
発
の
苦
難

や
金
星
探
査
衛
星
の
失
敗
と
対
策
な

ど
の
授
業
を
受
講
し
ま
し
た
。
宇
宙

生
物
学
で
は
、
宇
宙
飛
行
で
飛
行
士

の
血
液
や
体
液
が
ど
の
よ
う
に
変
化

す
る
か
、
宇
宙
酔
い
の
解
明
、
古
川

宇
宙
飛
行
士
の
人
体
実
験
や
宇
宙
で

の
カ
エ
ル
の
行
動
実
験
な
ど
、
身
近

な
生
活
か
ら
離
れ
た
世
界
の
講
座
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
講
座
は
事
前
申
込
制
、
有
料
に

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

座間市「市民大学」
のご紹介

今
年
度
の
「
市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
」
に
市
内
相
武
台
に
お

住
い
の
小
林
信
雄
（
写
真
）
が
な
り
ま
し
た
。
小
林
さ

ん
に
は
座
間
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
リ
ポ
ー
ト

を
本
紙
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
小
林
さ
ん
に
取
材
を

受
け
た
と
き
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

犬・猫の飼育についてのお願い！

気 を つ け よ う ！ 熱 中 症

水 難 事 故 の な い 夏 を ！

座間市原水爆禁止協議会　平 和 講 演 会

　自治会は、市民の安全・安心と地域の発展のため、日ごろからさまざま
な活動に取り組んでいます。この連載も、多くの自治会員の皆さんの活動
に支えられています。自治会への加入などは、自治会総連合会事務局☎
046（252）8751までお問い合わせ下さい。

担当� 市民協働課　☎046（252）7966　 046（255）3550

講師の東ちづるさん

三市一町水難救助合同訓練の
様子

国際宇宙ステーション
（JAXAのテキストより）
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